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は
じ
め
に

　

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
（
以
下
、
沖
文
研
）
に
は
、
文
献
学
者
・
古
典
籍
蒐
集
家
と
し
て
知
ら
れ
る
横
山
重し

げ
る（

一
八
九
六
～

一
九
八
〇
）
が
、
一
九
七
三
年
か
ら
一
九
七
六
年
に
か
け
て
寄
贈
し
た
琉
球
関
係
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
横
山
は
自
ら
の
蔵
書
を
郷
里

長
野
の
赤
木
山
１

に
ち
な
ん
で
赤
木
文
庫
と
命
名
し
て
お
り
２

、
こ
れ
ら
の
史
料
も
赤
木
文
庫
内
の
琉
球
史
料
と
い
う
意
味
で
赤
木
文
庫
と

総
称
さ
れ
て
き
た
。
長
く
沖
文
研
の
所
長
を
勤
め
た
外ほ
か

間ま

守し
ゅ

善ぜ
ん

に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
に
『
琉
球
神し

ん

道と
う

記き

』
な
ど
刊
本
・
古
写
本
を
中
心
と
し

た
七
種
一
八
冊
が
入
り
、
そ
の
後
、『
法
條
』
ほ
か
五
九
種
の
書
写
史
料
が
収
蔵
さ
れ
た
と
い
う
［
外
間
一
九
八
三
、一
頁
］。
そ
の
内
訳
は
、

沖
文
研
に
事
務
文
書
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
「
赤
木
文
庫
琉
球
資
料
目
録　

横
山
重
氏
蔵
」（
作
成
年
代
不
明
）［
表
一
］
の
示
す
通
り
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
現
在
の
赤
木
文
庫
本
と
対
照
す
る
と
、
欠
本
が
二
点
あ
る
ほ
か
、
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
史
料
が
五

点
あ
る
［
表
二
］。
後
者
の
内
の
一
点
は
、横
山
が
逝
去
し
た
後
に
夫
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
『
歴
代
寳
案
』
の
古
写
本
（
横
山
70
）
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
目
録
の
誤
り
か
、
目
録
作
成
後
に
新
た
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。
他
方
で
、
沖
文
研
に

は
「
琉
球
古
文
書
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
史
料
三
一
点
が
あ
る
［
表
三
］。
所
蔵
の
来
歴
も
横
山
と
の
直
接
的
な
関
係
も
不
明
だ
が
３

、

そ
の
内
の
一
二
点
が
赤
木
文
庫
本
と
重
複
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
横
山
と
深
く
関
わ
る
史
料
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
た
め
沖
文
研
で

は
、
こ
の
度
、
赤
木
文
庫
と
琉
球
古
文
書
を
あ
わ
せ
て
「
横
山
重
関
係
史
料
」
と
し
、
解
説
を
付
し
た
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

横
山
重
関
係
史
料
　
解
説

渡
　

辺
　

美
　

季
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刊本　和装
１ 琉球神道記　三冊 （横山１）
２ 混効験集　乾坤二冊 （横山２）
３ 中山詩文集　二冊 （横山３）
４ 琉球詩録并詩課　二冊 （横山４）
５ 御蔵本目録（尚家蔵書）一、二、三、四、五 （横山５）
６ （昭和四年目録刊行後ノ）郷土史料目録 （横山６）
７ 琉球官話集　三種 （横山７－９）
以上　７種18冊

［表２］目録に記載されていない史料
１ 南嶌志 （横山17） 　○
２ 隋書四夷伝地理攷證 （横山67） 原○
３ 中山花木圖［絵巻］ （横山69）
４ 歴代寳案［古写本］ （横山70）
５ 陳侃使録訓讀 （横山71） 原

［表３］琉球古文書
１ 琉球国中山王府官制 （横山72）
２ 中山王府相卿傳職年譜（底本） （横山73）
３ 中山王府相卿傳職年譜（異本）一異本王代記附巻一 （横山74）
４ 位階定　久米村方御物 （横山75）
５ 職制秘覧 （横山76）
６ 御財制 （横山77）
７ 法條 （横山78）
８ 羽地家家之傳物語 （横山79）
９ 佐銘川大主由来記　佐敷間切 （横山80）
10 よきやのろくもい日記 （横山81）
11 大湾のろくもい代合之時日記 （横山82）
12 各間切のろくもいのおもり （横山83）
13 君南風之始相傳記 （横山84）
14 麻姓家譜　田名親雲上 （横山85）
15 蔡温之自叙傳 （横山86）
16 異本毛姓由来記 （横山87）
17 毛氏先祖由来傳 （横山88）
18 毛氏安里大親由来記　伊野波誌 （横山89）
19 唐人江萬問答并晴様之條々 （横山90）
20 大和江御使者記 （横山91）
21 咸豊元年異国日記 （横山92）
22 道光六年唐物方日記 （横山93）
23 道光七年唐物方日記 （横山94）
24 道光九年唐物方日記 （横山95）
25 道光一六年唐物方日記 （横山96）
26 琉球往来 （横山97）
27 親見世舊記抜萃 （横山98）
28 指南廣義 （横山99）
29 琉球史料總目録 （横山100）
30 琉球藩處分方法 （横山101）
31 琉球漆器考 （横山102）

【備考】
・原＝原稿用紙に書き起こされている
・○＝球陽研究会「赤木文庫目録」（『球陽研究』一）に掲載されている　※注40参照
・南＝南城市に複製本の所蔵が確認できる
・�県＝沖縄県立図書館に複製本の所蔵が確認できる�
（二重下線は複製本からのコピー本と推測される）
・墨がけ＝赤木文庫と重複している
（*＝43巻のみ、**＝「伊藝弘氏寄贈」印がある、***＝７．王代記も含む）
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［表１］赤木文庫琉球資料目録　横山重氏蔵
（沖文研事務文書） （本目録番号） （備考参照）
１ 夏子陽使琉球録 （横山10） 　○
２ 中山王府相卿傳職年譜 （横山20） 原○南
３ 琉球雑話 （横山21） 原○
４ 通航一覧續編　琉球国之部 （横山11） 　○
５ 琉球入学見聞録 （横山22） 原○
６ 球陽５、６、７ （横山23） 原○
７ 王代記 （横山12） 　○南
８ 續琉球国史畧 （横山24） 原○南
９ 大島筆記 （横山25） 原○
10 使琉球記　※李鼎元 （横山26） 原○
11 陳侃使録 （横山27） 原○
12 南聘紀考 （横山13） 　○
13 琉球・中国・日本・朝鮮　年代対照表 （横山68）
14 朝鮮琉球書翰 （横山28） 原○
15 使琉球録　※張学礼 （横山29） 原○
16 歴代宝案12冊 （横山19） 　○　県*
17 續琉球国志畧 （横山14） 　○
18 琉球国志畧 （横山30） 原○南
19 陳侃使録 （横山31） 原○
20 南島誌　※大島 （横山32） 原○　県
21 琉球説略 （横山33） 原○南
22 琉球形勢略 （横山34） 原○南
23 琉球朝貢考 （横山35） 原○
24 琉球向歸日本辨 （横山36） 原○南
25 海東諸国紀　琉球国紀 （横山37） 原○南
26 虬陽雑録 （横山38） 原○南
27 喜安日記 （横山15） 　○
28 諸寺重修記并造改諸僧縁由記 （横山39） 　○南
29 琉球聘使記 （横山40） 原○
30 琉球年代記　付録　琉球雑話 （横山41） 原○
31 使琉球雑録　※汪楫 （横山42） 原○
32 大島日記 （横山43） 原○
33 南島紀事 （横山18） 　○
34 位階定 （横山44） 原○南
35 大湾のろくもい代合之時日記 （横山45） 原○
36 蔡温自叙傳 （横山46） 原○南
37 那覇由来記 （横山47） 原○
38 職制秘覧 （横山48） 原○
39 中山見聞辨異 （横山49） 原○南
40 琉球実録 （横山50） 原○
41 中山国竝大嶋徳の島永良部島喜界島責取日記 （横山51） 原○南県
42 中山物産品目 （横山52） 原○
43 法條 （横山53） 原○南
44 喜安日記 （横山54） 原○
45 使琉球録　※陳侃 （横山55） 原○
46 毛氏安里大親由来書 （横山56） 原○南県
47 毛氏先祖由来傳 （横山57） 原○　県
48 異本毛姓由来記 （横山58） 原○　県
49 中山国并大嶋徳之島永良部島喜界島責取日記 （横山16） 　○　県
50 唐人江萬問答竝晴様之條々 ［欠本］ 原　　県
51 聞得大君加那志御新下日記 （横山59） 原○
52 君南風之始相傳記 （横山60） 原○
53 琉客談記 （横山61） 原○南
54 八社縁起由来 （横山62－63） 原○
55 琉球国郷村帳 （横山64） 原○南
56 諸間切のろくもいのおもり （横山65） 原○　県**
57 遺老説傳 （横山66） 原○　県
58 海東諸国紀　琉球国 欠本
59 第二異本　王代記 （横山12）***
以上　文献資料59点
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一　

横
山
重
と
『
琉
球
神
道
集
』

　

横
山
重
は
、
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
）
に
長
野
県
東
筑
摩
郡
片
丘
村
（
塩
尻
市
片
丘
）
に
生
ま
れ
、
一
九
二
二
年
に
慶
應
義
塾
大
学
文

学
部
を
卒
業
す
る
と
、
二
四
年
よ
り
同
大
学
文
科
予
科
の
教
員
と
な
っ
た
。
や
が
て
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
頃
か
ら
数
年
間
、
琉
球
関
係

の
史
料
収
集
・
校
訂
を
集
中
的
に
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

横
山
に
よ
れ
ば
、
そ
の
き
っ
か
け
は
一
九
二
六
年
、
教
職
の
か
た
わ
ら
、
友
人
が
始
め
た
大
岡
山
書
店
と
い
う
出
版
社
の
賛
助
者
と
な
っ

た
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
も
な
く
友
人
の
遁
走
に
よ
っ
て
横
山
が
経
営
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
書
店
は
欠
損
を
重
ね
た
た
め
、
次
の

よ
う
な
打
開
策
が
講
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

　
　

�　

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
私
も
思
ひ
、
二
三
の
先
輩
も
私
に
忠
告
し
て
く
れ
た
。
そ
の
中
で
、
宮
地
（
直な

お

一か
ず

）４
博
士
が
一
ば
ん
積
極

的
で
あ
っ
た
。
博
士
は
わ
た
し
に
学
問
上
の
為
事
を
与
へ
て
、
そ
れ
に
専
念
せ
し
め
、
出
版
書
店
の
方
は
他
の
有
能
な
人
に
任
せ
よ
と

言
は
れ
た
。
わ
た
し
も
そ
れ
に
従
ひ
た
い
と
考
へ
た
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
博
士
は
わ
た
し
に
「
神
道
集
」
の
校
訂
を
命
じ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
神
道
集
な
ら
ば
博
士
が
わ
た
し
に
与
へ
得
る
便
宜
が
多
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。［
横
山
一
九
七
二
ａ
、
一
～
二
頁
］

　
『
神し
ん

道と
う

集し
ゅ
う』
は
一
四
世
紀
後
半
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
説
話
集
だ
が
、
横
山
は
一
九
二
八
（
ま
た
は
一
九
三
〇
）
年
５

に
宮
地
の
案
内
で
そ

の
写
本
を
初
め
て
見
る
と
「
こ
れ
は
や
り
甲
斐
の
あ
る
本
と
感
じ
た
」
た
め
［
同
前
、二
頁
］、以
後
、精
力
的
に
そ
の
諸
本
の
収
集
・
校
合
・

定
本
作
り
に
取
り
組
ん
だ
。

　

そ
の
過
程
で
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
頃
、
横
山
は
『
琉
球
神
道
記
』
に
着
目
し
た
。
こ
れ
は
奥
州
菊
多
郡
岩
岡
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

出
身
の
浄
土
僧
袋た
い

中ち
ゅ
う（

一
五
五
二
～
一
六
三
九
）
が
、
一
六
〇
三
～
〇
六
年
に
琉
球
に
滞
在
し
た
際
に
執
筆
し
た
書
物
で
あ
る
が
、
そ
の
な

か
に
『
神
道
集
』
が
相
当
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
横
山
は
「
自
分
が
こ
の
本
の
名
を
知
っ
た
の
は
十
何
年
も
前
で

あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
最
近
（
一
九
三
三
年
）
ま
で
、
こ
の
本
を
見
な
い
で
し
ま
っ
た
の
は
、
今
更
な
が
ら
自
分
の
怠
慢
で
あ
っ
た
」
と
自

省
し
［
横
山
一
九
七
八
、七
四
頁
］、
ち
ょ
う
ど
『
神
道
集
』
の
校
訂
作
業
が
一
時
的
に
停
滞
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
先
に
『
琉
球
神
道
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記
』
の
校
訂
を
行
い
、
袋
中
の
伝
記
・
著
述
目
録
を
作
る
こ
と
に
し
た
［
横
山
一
九
七
二
ａ
、
三
～
四
頁
］。

二　

琉
球
関
係
史
料
の
収
集

　

一
九
三
三
年
、『
琉
球
神
道
記
』
の
校
訂
に
着
手
し
た
横
山
は
、
並
行
し
て
「
何
で
も
沖
縄
の
も
の
を
あ
つ
め
て
、
筆
写
専
門
の
方
々
に

託
し
た
」
と
い
う
［
横
山
一
九
七
二
ａ
、
七
頁
］。
そ
の
理
由
は
「
今
度
は
、
こ
れ
（『
琉
球
神
道
記
』）
の
な
か
で
解
説
を
す
る
場
合
に
、

琉
球
史
料
を
見
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」［
横
山
一
九
七
二
ｂ
、
一
六
二
頁
］
と
感
じ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
後
に
沖
文
研
に
所
蔵
さ
れ
る
横
山

重
関
係
史
料
の
大
半
は
こ
う
し
て
収
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
一
）
旧
沖
縄
県
立
沖
縄
図
書
館
か
ら
の
書
写
・
収
集

　

横
山
は
、
ま
ず
旧
沖
縄
県
立
沖
縄
図
書
館
（
以
下
、
旧
沖
縄
図
書
館
）
に
「
然
る
べ
き
本
の
副
本
の
作
製
」
を
依
頼
し
た
［
横
山

一
九
七
二
ａ
、
七
頁
］。
こ
れ
に
は
、
当
時
、
東
京
の
中
野
に
住
ん
で
い
た
沖
縄
研
究
者
伊い

波は

普ふ

猷ゆ
う

の
協
力
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

伊
波
は
、
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
に
開
館
し
た
旧
沖
縄
図
書
館
の
初
代
館
長
と
し
て
郷
土
史
料
の
収
集
に
尽
力
し
、
一
九
二
四
年
（
大

正
一
三
）
に
館
長
を
辞
任
し
て
上
京
し
て
い
た
。
横
山
は
「
本
書
（『
琉
球
神
道
記
』）
の
中
に
出
て
い
る
、
琉
球
の
言
葉
が
、
私
た
ち
に
は

分
か
ら
な
か
っ
た
。
私
は
、
永
年
御
無
沙
汰
し
て
い
た
伊
波
普
猷
氏
を
訪
ね
て
、
御
教
示
を
得
た
。
同
氏
か
ら
は
、
そ
の
他
、
得
る
所
が
多

か
っ
た
」［
横
山
一
九
七
八
、七
八
頁
］、「
わ
た
し
は
数
十
回
に
わ
た
つ
て
、
伊
波
普
猷
先
生
宅
へ
赴
い
て
、
先
生
の
御
教
示
を
受
け
た
」［
横

山
一
九
七
二
ａ
、
九
頁
］
と
記
し
て
お
り
、
知
り
合
っ
た
経
緯
は
不
明
な
が
ら
も
、『
琉
球
神
道
記
』
の
校
訂
中
は
か
な
り
頻
繁
に
伊
波
と

接
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
旧
沖
縄
図
書
館
か
ら
の
書
写
・
収
集
に
対
す
る
支
援
も
な
さ
れ
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
赤
木
文
庫
の

『
諸
寺
重
修
記
并
造
改
諸
僧
縁
由
記
』（
横
山
39
）
に
は
、
旧
沖
縄
図
書
館
の
「
新
模
本
」
を
伊
波
に
頼
ん
で
借
覧
・
書
写
し
た
と
い
う
添
え

書
き
が
あ
り
、
横
山
の
エ
ッ
セ
イ
に
も
伊
波
に
旧
沖
縄
図
書
館
の
蔵
書
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
い
う
記
述
６

な
ど
が
確
認
で
き
る
。
一
方
で
横

山
は
伊
波
か
ら
直
接
史
料
を
借
覧
・
書
写
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
７

。
旧
沖
縄
図
書
館
は
伊
波
の
蔵
書
の
写
本
も
所
蔵
し
て
い
た
た
め
、
横
山

重
関
係
史
料
に
は
伊
波
蔵
本
・
旧
沖
縄
図
書
館
蔵
本
の
ど
ち
ら
か
ら
写
し
た
の
か
特
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
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旧
沖
縄
図
書
館
に
は
ま
た
他
機
関
か
ら
書
写
・
収
集
し
た
史
料
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
赤
木
文
庫
の
『
通
航
一
覧
續
編　

琉
球
國
之
部
』（
横

山
11
）
に
は
、
巻
末
に
「
本
書
ハ
内
閣
文
庫
藏
書
第
二
七
二
三
九
號
ヨ
リ
寫
ス
／
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
六
月
二
日
」
と
あ
り
、
旧
沖
縄

図
書
館
に
は
、
内
閣
文
庫
の
蔵
本
を
一
九
一
六
年
―
―
当
時
は
伊
波
が
館
長
で
あ
っ
た
―
―
に
書
写
し
た
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
推
定

で
き
る
。
旧
沖
縄
図
書
館
の
蔵
書
は
一
九
四
五
年
の
沖
縄
戦
に
て
ほ
ぼ
灰
燼
に
帰
し
た
が
、横
山
の
書
写
・
収
集
に
よ
っ
て
、そ
の
蔵
書
（
の

写
本
）
の
み
な
ら
ず
、
蔵
書
の
成
り
立
ち
や
性
質
を
知
る
手
が
か
り
ま
で
も
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

赤
木
文
庫
本
の
大
半
は
「
横
山
重
用
」「
大
岡
山
書
店
製
」
な
ど
の
原
稿
用
紙
に
書
き
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
「
筆　

高
橋
／
校　

長
井
」
な
ど
の
形
で
書
写
・
校
合
の
担
当
者
（
の
姓
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
横
山
の
雇
っ
た
ス
タ
ッ
フ
（
後
述
）
で
あ
る
が
、
管
見

の
限
り
で
横
山
も
ス
タ
ッ
フ
も
当
時
沖
縄
に
赴
い
た
形
跡
は
な
い
。
恐
ら
く
、
横
山
は
、
今
、
我
々
が
コ
ピ
ー
を
取
り
寄
せ
る
よ
う
に
、
一

枚
幾
ら
と
い
う
形
で
旧
沖
縄
図
書
館
に
書
写
を
依
頼
し
、
そ
れ
ら
が
郵
送
で
届
く
と
８

、
ス
タ
ッ
フ
が
原
稿
用
紙
へ
と
書
き
起
こ
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
翻
っ
て
赤
木
文
庫
を
見
て
み
る
と
、
無
地
の
白
紙
に
墨
書
ま
た
は
ペ
ン
書
き
さ
れ
た
史
料
（
か
つ
旧
沖
縄
図
書
館
の
目
録

に
書
名
の
あ
る
も
の
）
が
九
点
ほ
ど
含
ま
れ
て
お
り
９

、
こ
れ
ら
（
な
い
し
は
そ
の
一
部
）
が
沖
縄
で
作
成
さ
れ
た
書
写
本
に
該
当
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
そ
の
他
の
書
写
本
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
浮
上
し
て
く
る
の
が
「
琉
球
古
文
書
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て

い
る
来
歴
不
明
の
史
料
群
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
刊
本
な
ど
を
除
い
た
二
九
点
は
、
全
て
同
じ
装
丁
で
、
同
じ
規
格
の
無
地
の
白
紙
に
墨
書
で

謄
写
さ
れ
て
い
る
。
装
丁
は
比
較
的
新
し
い
時
期
に
な
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
用
紙
に
は
綴
じ
直
し
た
跡
が
確
認
で
き
、
か
つ
て
は
別
の
線
装

本
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
用
紙
は
赤
木
文
庫
の
書
写
本
と
も
類
似
し
て
い
る　
。
い
ず
れ
の
史
料
も
旧
沖
縄
図
書
館
の
目
録

に
書
名
が
あ
り
、
内
一
三
点
は
原
稿
用
紙
に
書
き
起
こ
さ
れ
て
赤
木
文
庫
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
九
点
も

沖
縄
で
作
成
さ
れ
た
書
写
本
そ
の
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
横
山
は
出
版
計
画
な
ど
を
背
景
に
、
沖
縄
か
ら
取
り
寄
せ
た
史
料
の
一
部

を
選
択
的
に
原
稿
化
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
て
旧
沖
縄
図
書
館
か
ら
収
集
さ
れ
た
史
料
の
な
か
に
は
、『
羽
地
家
家
之
傳
物
語
』（
横
山
79
）・『
唐
人
江
萬
問
答
并
晴
様
之
條
々
』

（
横
山
90
）・『
唐
物
方
日
記
』
五
冊
（
横
山
92
～
96
）・『
親
見
世
舊
記
抜
萃
』（
横
山
98
）
と
い
っ
た
王
国
時
代
の
史
料
の
み
な
ら
ず
、『（
昭

和
四
年
目
録
刊
行
後
ノ
）
郷
土
史
料
目
録
』（
横
山
６
）・『
八
社
縁
起
由
来
』
二
冊
（
横
山
62
～
63
）・『
琉
球
史
料
總
目
録
』（
横
山
100
）
と

10
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い
っ
た
近
代
史
料
な
ど
、
横
山
重
関
係
史
料
に
し
か
残
存
が
確
認
で
き
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る　
。

（
二
）『
歴
代
宝
案
』
の
書
写
・
収
集

　

旧
沖
縄
図
書
館
か
ら
の
史
料
収
集
と
同
時
に
、横
山
は
翁お

長な
が

氏
な
る
人
物　
に
乞
う
て
、琉
球
の
外
交
文
書
集
『
歴
代
宝
案
』
の
「
影
写
方
」

を
も
依
頼
し
て
い
る
［
横
山
一
九
七
二
ａ
、
七
頁
］。『
歴
代
宝
案
』
の
正
本
は
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
に
明
治
政
府
に
接
収
さ
れ
、

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
）
の
関
東
大
震
災
に
て
失
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
に
久
米
村
（
那
覇
市
久
米
）
で
副
本
が
確

認
さ
れ
、
三
三
年
一
一
月
に
旧
沖
縄
図
書
館
に
移
管
さ
れ
て
い
た
。『
歴
代
宝
案
』
の
清
書
代
は
一
枚
八
銭
で
、
横
山
は
「
東
京
だ
っ
た
ら

十
五
銭
や
二
十
銭
は
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
、
沖
縄
は
安
い
な
、
向
こ
う
の
清
書
料
」
と
述
べ
て
い
る
［
横
山
一
九
七
二
ｂ
、

一
五
九
頁
］。『
歴
代
宝
案
』
の
写
本
は
二
年
間　
に
百
冊
余
り
が
届
き
、「〔
そ
の
中
に
は
〕
袋
中
記
事
も
琉
球
神
道
記
の
記
事
も
な
か
つ
た
。

が
、
何
か
の
役
に
立
つ
と
考
へ
て
、
沖
縄
出
身
の
史
学
者
な
る
東
ひ
が
し

恩お
ん

納な

寛か
ん

惇じ
ゅ
ん

氏
（
当
時
武
蔵
野
高
校
教
授
）
に
校
訂
方
を
依
頼
し
た
」
と

い
う
［
横
山
一
九
七
二
ａ
、
七
頁
］。
な
お
東
恩
納
と
横
山
は
、
伊
波
の
紹
介
に
よ
り
一
九
三
五
年
二
月
に
東
京
で
知
り
合
っ
て
い
る　
。

　

横
山
が
東
恩
納
に
預
け
た
の
は
『
歴
代
宝
案
』
第
一
集
の
全
四
三
巻
四
三
冊
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
残
り
は
横
山
が
所
持
し
て
い
た
が

一
九
四
五
年
五
月
二
六
日
の
東
京
大
空
襲
の
際
に
焼
失
し
た
［
一
九
七
二
ｂ
、
一
五
九
～
一
六
〇
頁
］。
し
か
し
時
期
は
不
明
だ
が
、
東
恩

納
保
管
分
の
う
ち
、
校
訂
を
済
ま
せ
た
一
三
冊
が
横
山
の
と
こ
ろ
へ
戻
り　
、
そ
れ
ら
は
赤
木
文
庫
に
入
っ
て
い
る
（
横
山
19
）。
一
方
、

他
の
三
〇
冊
は
そ
の
ま
ま
東
恩
納
の
も
と
に
残
り
、
現
在
は
沖
縄
県
立
図
書
館
東
恩
納
寛
惇
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
横
山
写
本
と
東
恩

納
写
本
は
一
冊
（
巻
二
四
）
が
重
複
し
て
お
り
、
横
山
写
本
の
方
に
は
鉛
筆
で
「
不
用
」
と
記
し
た
後
、
ペ
ン
で
「
必
用
」
と
上
書
き
さ
れ

て
い
る
。
重
複
し
て
筆
写
し
た
た
め
に
、
は
じ
め
不
要
と
判
断
し
た
も
の
の
、
後
で
何
ら
か
の
理
由
で
撤
回
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
写
本
は
、
全
て
版
心
に
「
歷
代
寶
案
」
あ
る
い
は
「
歷
代
寶
案
／
巻
之　

／
久
米
村
」
と
あ
る
油
印
黒
罫
紙
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
な
お
一
九
三
三
年
か
ら
三
七
・
三
八
年
に
か
け
て
旧
沖
縄
図
書
館
が
作
成
し
た
「
一
般
研
究
者
の
閲
覧
」
用
の
写
本
が
部
分
的
に
残
存

し
て
お
り
（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
蔵
）、
横
山
写
本
と
同
タ
イ
プ
の
罫
紙
は
、
一
九
三
四
年
一
一
月
～
三
五
年
二
月
に
筆
写
・
校
合
さ
れ
た

簿
冊
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
［
川
島
二
〇
一
三
、二
二
頁
］。
こ
の
こ
と
か
ら
横
山
写
本
の
作
成
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
な
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

11

12

13

14

15
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旧
沖
縄
図
書
館
の
『
歴
代
宝
案
』
の
副
本
や
「
一
般
研
究
者
の
閲
覧
」
用
の
写
本
は
、
沖
縄
戦
に
伴
い
北
部
の
羽は

ね

地じ

村
源げ

ん

河か

（
名
護
市
字

源
河
）
に
疎
開
し
た
が
、
当
地
も
空
襲
に
遭
い
、
写
本
の
一
部
の
み
を
残
し
て
焼
失
し
た
［
城
間
一
九
五
八
、四
頁
］。
従
っ
て
現
在
、
横
山

写
本
（
東
恩
納
写
本
を
含
む
）
は
、
在
り
し
日
に
部
分
撮
影
さ
れ
た
影
印
本
や
他
の
写
本
類
と
補
い
合
っ
て
、『
歴
代
宝
案
』
原
本
（
正
本
・

副
本
）
の
「
欠
」
を
埋
め
る
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
前
述
し
た
よ
う
に
横
山
も
東
京
大
空
襲
で
被
災
し
て
い
た　
。
こ
の
時
、

蔵
書
の
八
割
方
が
失
わ
れ
た
が
、
一
部
を
疎
開
さ
せ
て
お
り
、
幸
い
に
も
後
に
沖
文
研
に
寄
贈
さ
れ
た
史
料
類
は
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い

た
の
で
あ
る
［
原
一
九
九
四
、三
頁
］。
た
だ
し
赤
木
文
庫
に
入
っ
た
『
歴
代
宝
案
』
写
本
一
三
冊
に
つ
い
て
は
、
疎
開
さ
せ
て
い
た
の
か
、

空
襲
後
に
東
恩
納
か
ら
返
却
さ
れ
た
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。

（
三
）
尚
家
蔵
書
の
書
写
・
収
集

　

驚
く
べ
き
こ
と
に
、横
山
は
さ
ら
に
琉
球
の
王
家
で
あ
る
尚
家
の
蔵
書
ま
で
借
覧
・
書
写
し
て
い
る
。
横
山
に
よ
れ
ば
、一
九
三
三
年
（
昭

和
八
）
に
別
件
で
柳
や
な
ぎ

宗む
ね

悦よ
し

の
訪
問
を
受
け
た
際
に
、
た
ま
た
ま
「
沖
縄
図
書
館
の
人
の
手
紙
に
よ
る
と
、
首
里
の
尚
男
爵
家
の
倉
庫
に
は
、

王
家
の
御
側
御
本
が
あ
る
ら
し
い
が
、
こ
れ
ら
は
到
底
、
手
の
及
ば
ぬ
高
嶺
の
花
の
や
う
で
す
」
と
話
し
た
と
こ
ろ
、
柳
が
「
学
習
院
時
代

に
、
尚
侯
爵
君
と
は
交
際
が
あ
つ
た
か
ら
、
わ
た
し
か
ら
頼
ん
で
見
る
、
で
き
た
ら
東
京
へ
送
つ
て
貰
は
う
」
と
応
じ
た
と
い
う
［
横
山

一
九
七
二
ａ
、
七
］。
尚
侯
爵
と
は
最
後
の
国
王
尚
泰
の
嫡
孫
尚し
ょ
う

昌し
ょ
うの
こ
と
だ
が
、
一
九
二
三
年
に
他
界
し
て
い
た
た
め
、
横
山
は
柳
が
そ

の
未
亡
人
に
電
話
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
し
量
っ
て
い
る
。

　

や
が
て
柳
か
ら
、
当
時
渋
谷
の
南
平
台
に
あ
っ
た
尚
家
邸
に
本
が
到
着
し
た
と
い
う
連
絡
が
あ
り
、
横
山
は
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）

四
月
か
ら
数
名
の
人
員
と
と
も
に
二
ヶ
月
ほ
ど
毎
日
通
っ
て
書
写
・
校
合
・
再
校
を
行
っ
た
［
横
山
一
九
七
八
、九
五
頁
］。
し
か
し
そ
れ
で

は
時
間
が
か
か
り
、
尚
家
に
も
心
苦
し
い
こ
と
か
ら
、
尚
家
の
許
可
を
得
て
横
山
の
自
宅
に
百
余
冊
を
借
り
出
し
、
よ
り
多
く
の
人
数
で
作

業
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
横
山
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

�　

わ
た
し
は
書
写
専
門
の
方
々
に
こ
れ
を
託
し　
、
交
互
に
校
合
せ
し
め
た
。
そ
し
て
、
訓
点
を
つ
け
、
返
点
を
つ
け
る
作
業
は
、
わ

た
し
方
の
全
員
で
分
担
し
た
。
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
は
、
外
部
の
専
門
家
に
つ
い
た
。
そ
し
て
各
種
の
原
稿
は
、
即
時
に
印
刷
所
に

16
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ま
は
し
て
、
活
字
校
正
を
行
な
つ
た
。
か
う
し
て
、
琉
球
国
由
来
記
や
、
琉
球
国
旧
記
や
、
中
山
世
譜
、
中
山
世
譜
附
巻
な
ど
、
数
年

後
に
紙し

型け
い

を
貸
与
し
て
刊
行
せ
し
め
た
「
琉
球
史
料
叢
書
」
五
冊
に
収
め
た
全
部
の
中
か
ら
、
袋
中
の
記
事
、
神
道
記
の
記
事
を
取
つ

て
、
こ
れ
を
「
琉
球
神
道
記
」
の
解
題
の
中
へ
入
れ
た
。

　
　

�　

ま
た
、
琉
球
国
の
国
民
史
と
も
言
ふ
べ
き
「
球
陽
」
は
、
活
字
校
正
に
及
ば
ず
、
原
稿
と
し
て
保
存
し
た
が
、
そ
の
中
に
あ
る
神
道

記
の
記
事
も
、
わ
た
し
の
解
題
の
中
へ
入
れ
た
。
こ
の
「
球
陽
」
の
う
つ
し
は
、
戦
後
、
沖
縄
の
球
陽
研
究
グ
ル
ー
プ
に
寄
贈
し
た
。

　
　

�　

…
…
か
う
し
て
、
尚
侯
爵
家
か
ら
拝
借
し
た
百
余
巻
は
、
割
合
に
早
く
卒
業
し
て
、
一
年
有
余
で
尚
家
へ
お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
本
が
沖
縄
へ
送
ら
れ
、
首
里
で
〔
沖
縄
戦
に
よ
っ
て
〕
罹
災
し
た
［
横
山
一
九
七
二
ａ
、
八
頁
］。

　

こ
こ
に
見
ら
れ
る
首
里
王
府
編
纂
の
地
誌
『
琉
球
国
由
来
記
』・『
琉
球
国
旧
記
』、正
史
『
中
山
世
譜
』（
蔡
温
本
）・『
中
山
世
譜
附
巻
』（
同

前
）
の
四
点
に
つ
い
て
、
横
山
は
「
神
道
集
の
延
長
と
し
て
の
「
琉
球
神
道
記
」
か
ら
は
離
し
て
、
全
く
別
の
叢
書
と
し
て
行
く
つ
も
り
で

あ
つ
た
」
と
述
べ
て
お
り
［
横
山
一
九
七
二
ａ
、
九
頁
］、
さ
ら
に
『
球
陽
』
の
翻
刻
刊
行
も
構
想
し
て
い
た
。
後
に
横
山
は
「
私
ど
も
は

全
部
来
た
な
か
で
も
よ
り
好
み
を
し
ま
し
て
ね
。
そ
ん
な
に
写
し
切
れ
な
い
で
す
、
多
量
で
」
と
語
っ
て
い
る
が
［
横
山
一
九
七
二
ｂ
、

一
五
六
頁
］、
史
料
の
書
写
は
出
版
計
画
な
ど
に
沿
っ
て
選
択
的
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）、
横
山
は
つ
い
に
『
琉
球
神
道
記
』
を
含
む
袋
中
の
一
連
の
著
作
を
校
訂
収
録
し
た
『
琉
球
神
道
記
（
弁
蓮

社
袋
中
集
）』
を
大
岡
山
書
店
か
ら
刊
行
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
先
の
四
点
の
紙
型
は
す
で
に
完
成
し
て
い
た
。
こ
の
四
点
は
、
王
国
初
の

正
史
『
中
山
世
鑑
』（
内
閣
文
庫
蔵
本
）　
を
加
え
て
、
一
九
四
〇
～
四
二
年
（
昭
和
一
五
～
一
七
）
に
『
琉
球
史
料
叢
書
』
五
冊
と
し
て
名

取
書
店　
か
ら
翻
刻
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
伊
波
普
猷
・
東
恩
納
寛
惇
と
の
共
編
）。「
日
支
事
変
が
膠
着
状
態
に
な
つ
て
久
し
く
、
す
で
に
印

刷
用
紙
さ
へ
乏
し
か
つ
た
」
な
か
で
の
刊
行
で
あ
っ
た
［
横
山
一
九
七
二
ａ
、
一
〇
頁
］。

　

一
方
で
、『
球
陽
』
は
、
経
済
的
な
理
由
も
あ
り
原
稿
の
ま
ま
長
く
保
存
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
戦
後
の
一
九
六
八
年
、
外
間
守
善
ら
の

斡
旋
に
よ
っ
て
、
沖
縄
で
『
球
陽
』
の
復
刻
に
取
り
組
ん
で
い
た
研
究
グ
ル
ー
プ
（
球
陽
研
究
会
）
に
提
供
さ
れ
た
［
球
陽
研
究
会

一
九
七
四
、六
～
七
頁
］。
後
述
す
る
が
、
外
間
は
そ
の
少
し
前
に
横
山
と
知
り
合
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
一
九
七
四
年
―
―
沖
縄
の

本
土
復
帰
の
二
年
後
―
―
、
横
山
の
原
稿
を
主
な
底
本
と
し
て
『
球
陽
』
の
原
文
編
・
読
み
下
し
編
が
角
川
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
な
お

18
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横
山
の
原
稿
は
、
現
在
、
赤
木
文
庫
に
あ
る
（
横
山
23
）。

　

と
こ
ろ
で
戦
前
、
尚
家
の
蔵
書
は
沖
縄
邸
（
の
中
城
御
殿
）
と
東
京
邸
に
分
蔵
さ
れ
て
い
た
。
後
者
の
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
の
蔵
書

目
録　
に
は
、
す
で
に
『
球
陽
』・『
中
山
世
譜
』（
蔡
温
本
）・『
中
山
世
譜
附
巻
』（
同
前
）・『（
琉
球
国
）
旧
記
』
の
書
名
が
見
え
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
横
山
の
調
査
時
（
一
九
三
五
年
）
に
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
す
で
に
東
京
邸
に
あ
り
、
横
山
は
そ
れ
を
写
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
な
お
東
京
邸
の
蔵
書
は
戦
火
を
免
れ
て
残
存
し
、
現
在
、
那
覇
市
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
（
二
〇
〇
六
年
国
宝
指

定
）、
そ
の
中
に
も
先
の
四
書
は
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
写
本
（
副
本
）
で
あ
り
、
正
本
は
沖
縄
邸
が
所
蔵
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
―

―
少
な
く
と
も
『
中
山
世
譜
』（
蔡
温
本
）
の
正
本
は
あ
っ
た　
―
―
こ
と
か
ら
、
沖
縄
か
ら
正
本
が
届
け
ら
れ
、
そ
れ
を
横
山
が
写
し
た

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
『
琉
球
国
由
来
記
』
に
つ
い
て
は
、
横
山
が
「（
尚
家
に
通
っ
て
い
た
）
あ
る
日
、
電
話
が
来
た
。
待
望

の
「
由
来
記
」
が
沖
縄
の
尚
家
か
ら
届
い
た
と
い
う
報
知
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
［
横
山
一
九
七
八
、九
六
頁
］、
間
違
い
な

く
沖
縄
か
ら
送
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
書
籍
は
沖
縄
邸
に
送
り
返
さ
れ
、
他
の
蔵
書
の
大
半
と
と
も
に
沖
縄
戦
で
失
わ
れ
た

よ
う
だ
。
ち
な
み
に
横
山
は
自
ら
の
『
琉
球
国
由
来
記
』
写
本
原
本
に
つ
い
て
「
い
ま
は
も
う
な
い
で
す
。
…
…
〔
東
京
大
空
襲
の
際
に
〕

氷ひ

川か
わ

町ち
ょ
う〔
板
橋
区
氷
川
町
〕
の
う
ち
で
焼
け
た
ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
回
想
し
て
い
る
［
横
山
一
九
七
二
ｂ
、
一
六
二
頁
］。

　

ほ
か
に
赤
木
文
庫
に
は
『
御
藏
本
目
錄
（
尚
侯
爵
家
）』（
横
山
５
）
も
あ
る
。
尚
家
（
沖
縄
・
東
京
）
の
蔵
書
目
録
だ
が
、
そ
の
構
成
は

残
存
し
て
い
る
他
の
蔵
書
目
録
類
の
い
ず
れ
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
横
山
は
「
あ
れ
は
尚
家
か
ら
見
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
か
な
。
ち
ょ
っ
と

そ
こ
が
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。
な
ぜ
あ
れ
が
私
の
と
こ
ろ
に
残
っ
た
の
か
」
と
述
べ
て
お
り
［
横
山
一
九
七
二
ｂ
、
一
五
七
頁
］、
具
体
的

な
と
こ
ろ
は
不
明
だ
が
、
尚
家
蔵
書
を
書
写
し
た
時
期
に
「
既
存
の
目
録
」・「
沖
縄
尚
家
の
所
蔵
史
料
」・「
東
京
尚
家
に
届
け
ら
れ
た
史
料
」

な
ど
を
も
と
に
作
成
・
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
堀
口
二
〇
〇
二
、四
六
頁
］。

（
四
）
本
土
に
お
け
る
書
写
・
収
集

　

横
山
は
、
東
京
を
中
心
と
し
た
本
土
各
地
の
諸
機
関
や
個
人
の
蔵
書
か
ら
も
琉
球
関
係
史
料
を
書
写
・
収
集
し
た
。
赤
木
文
庫
本
を
見
る

と
、『
使
琉
球
紀
』（
横
山
29
）
に
「
上
野
（
旧
上
野
図
書
館
）」、『
使
琉
球
録
』（
横
山
55
）
に
「
上
野
圖
書
館
二
〇
三
―
三
」、『
南
島
誌　

大
嶋
』（
横
山
32
）
に
「
東
大
図
書
館
蔵
本
」、『
那
覇
由
来
記
』（
横
山
47
）
に
「
岩
瀬
文
庫
蔵
」、『
琉
球
國
郷
村
帳
』（
横
山
64
）
に
「
島

20
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津
家
所
土
／
琉
球
國
郷
村
帳
／
（
無
窮
会
蔵
本
）」、
お
よ
び
『
朝
鮮
琉
球
書
翰
』（
横
山
28
）
に
「
黒
川
真
頼
蔵
書
」、『
海
東
諸
國
紀　

琉

球
國
紀
』（
横
山
37
）
に
「
右
一
巻
以
深
尾
氏
藏
本
謄
／
寫
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
上
野
図
書
館
（
帝
国
図
書
館
）・
東
京
帝
国

大
学
附
属
図
書
館
・
岩
瀬
文
庫　
・
無
窮
会
・
黒
川
真ま

頼よ
り

・
深
尾
氏
（
不
詳
）
の
蔵
書
か
ら
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て
既
刊
書

も
利
用
さ
れ
た
。『
琉
客
談
記
』（
横
山
61
）
に
は
「
無
窮
会
本
／
琉
客
談
記
／
三
十
輻
／
写　

日
比
野
／
史
籍
集
覧
引
合　

長
井
」
と
の
記

載
が
あ
り
、
無
窮
会
本
を
写
し
た
上
で
、『
史
籍
集
覧
』（
一
八
八
一
～
八
五
年
刊
行
）
を
用
い
て
照
合
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

横
山
は
古
典
籍
市
場
に
お
い
て
も
琉
球
関
係
の
刊
本
や
古
写
本
を
探
し
た
。
は
じ
め
は
袋
中
関
係
の
史
料
を
集
め
た
と
み
ら
れ
、
赤
木
文

庫
に
あ
る
『
琉
球
神
道
記
』
の
刊
本
（
横
山
１
）
を
、
一
九
三
三
年
に
巌が
ん

松し
ょ
う

堂ど
う

か
ら
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
頃
、「
川
北
文
庫
〔
丹
波

（
丹
羽
）
修
治
〕
の
蔵
印
の
あ
る
、
袋
中
の
作
「
琉
球
往
来
」
と
い
う
写
本
を
買
っ
た
」
と
い
う
が
［
横
山
一
九
七
八
、四
二
一
頁
］、
後
に

手
放
し
た
と
み
ら
れ
、
現
在
は
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

琉
球
関
係
の
古
典
籍
に
つ
い
て
は
、
琉
球
史
料
の
書
写
・
収
集
の
ピ
ー
ク
時
（
一
九
三
三
～
三
六
年
頃
）
に
は
あ
ま
り
市
場
に
出
な
か
っ

た
の
か
、
管
見
の
限
り
で
購
入
が
確
認
で
き
る
の
は
一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
）
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
年
の
五
月
、
横
山
は
ま
ず
弘こ
う

文ぶ
ん

荘そ
う

か

ら
一
八
〇
円
で
売
り
に
出
さ
れ
た『
歷
代
宝
案
』の
写
本
を
購
入
し
た
。こ
れ
は
琉
球
の
対
清
外
交
に
従
事
し
た
久
米
村
の
鄭て
い

崇す
う

基き（
一
七
五
八

～
一
八
二
八
年
）
が
簡
便
な
先
例
集
と
し
て
編
ん
だ
も
の
で
、「
鄭
良
弼
（
崇
基
の
息
子
）
／
敦
厚
堂
／
藏
珍
」
の
印
記
が
あ
る
［
池
谷
・

内
田
二
〇
一
三
］。
そ
の
市
場
へ
の
出
現
は
「
折
口
〔
信
夫
〕
博
士
、
栗
田
〔
元
次
〕・
秋
山
〔
謙
蔵
〕
両
教
授
、
東
洋
文
庫
、
横
山
〔
重
〕

氏
等
の
買
手
を
殺
到
せ
し
め
て
、
学
界
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
し
た
」
と
い
う
が
［
安
里
一
九
四
一
、五
一
五
頁
］、
横
山
は
朝
七
時

に
弘
文
荘
の
販
売
目
録
（『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第
一
一
号
）
が
届
く
と
、
七
時
半
に
は
弘
文
荘
へ
到
着
し
、
一
番
乗
り
で
こ
れ
を
買
い

上
げ
た
。
後
に
弘
文
荘
の
店
主
反そ
り

町ま
ち

茂し
げ

雄お

は
「
横
山
さ
ん
は
秀
抜
な
資
料
蒐
集
家
、
鑑
識
力
の
高
さ
、
自
己
の
必
要
と
す
る
稀
書
獲
得
に
か

け
る
情
熱
と
機
略
と
で
は
、
前
後
に
比
を
見
な
い
学
者
で
す
」
と
評
し
て
い
る
が
［
反
町
一
九
九
八
、一
三
六
頁
］、
本
事
例
は
そ
の
強
力
な

証
左
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
横
山
は
こ
の
写
本
を
「
い
い
字
だ
。
支
那
風
の
、
縦
長
の
写
本
で
、
二
十
冊
あ
る
。
…
…
あ
れ
が
百
八
十
円
で
は

安
か
っ
た
。
…
…
こ
れ
こ
そ
、私
の
文
庫
の
、い
ち
ば
ん
の
逸
品
で
あ
る
」
と
し
て
非
常
に
気
に
入
っ
て
お
り
［
横
山
一
九
七
八
、一
九
五
頁
］、

そ
の
逝
去
（
一
九
八
〇
年
）
後
、
あ
い
夫
人
（
一
九
九
一
年
逝
去
）
か
ら
沖
文
研
へ
寄
贈
さ
れ
た
（
横
山
70
）。

　

続
い
て
同
じ
一
九
三
八
年
の
八
月
、国
語
学
者
上
田
万か
ず

年と
し

の
蔵
書
が
売
り
に
出
さ
れ
、そ
の
中
に
上
田
の
師
で
あ
っ
た
英
人
言
語
学
者
チ
ェ

22
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ン
バ
レ
ン
が
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
）
に
首
里
役
所
長
で
あ
っ
た
西に

し

常つ
ね

央の
り

の
蔵
書
か
ら
写
し
た
『
混
効
験
集
』
が
あ
っ
た
。
横
山
は
「
私

が
琉
球
史
料
を
あ
つ
め
て
か
ら
、
約
七
年
に
な
る
。
私
は
物
語
類
〔『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
の
刊
行
事
業
〕
の
方
に
専
念
し
て
い
た
か
ら
、

し
ば
ら
く
休
止
し
て
い
た
が
、
こ
の
本
〔『
歴
代
宝
案
』〕
を
得
て
、
一
般
的
な
意
味
で
は
、
も
う
峠
を
越
え
た
と
い
う
気
が
し
た
。
で
、
混

効
験
集
を
得
れ
ば
、
更
に
そ
れ
が
確
実
に
な
る
」
と
感
じ
、「
宝
案
が
安
か
っ
た
埋
め
合
わ
せ
で
す
。
百
円
で
も
百
五
十
円
で
も
い
い
か
ら
、

と
に
か
く
取
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
弘
文
荘
の
反
町
に
頼
ん
だ
と
い
う
［
横
山
一
九
七
八
、一
九
五
頁
］。
横
山
の
依
頼
を
受
け
た
反
町
は
『
混

効
験
集
』
を
一
〇
二
円
で
落
札
し
た
が
、
や
が
て
（
一
九
四
一
年
か
）　
横
山
は
巌
松
堂
を
通
じ
て
「
玉
城
御ウ

ド
ゥ
ン殿
御
物
よ
り
写
」
と
い
う

一
八
八
五
年
の
写
本
を
入
手
し
、
こ
れ
が
今
、
赤
木
文
庫
に
あ
る
（
横
山
２
）。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
写
本
は
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
一
）
に
上

野
図
書
館
へ
譲
渡
し　
、
現
在
は
国
会
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
歴
代
寳
案
』
写
本
（
横
山
70
）
の
購
入
直
後
、
横
山
は
弘
文
荘
の
販
売
目
録
に
同
時
掲
載
さ
れ
て
い
た
『
琉
球
官
話
集
』
の

古
写
本
を
買
い
忘
れ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
す
ぐ
に
電
話
し
た
が
す
で
に
売
れ
て
い
た
［
横
山
一
九
七
八
、一
八
七
頁
］。
買
い
手
は
天
理
大
学

で
、
現
在
こ
の
本
は
同
大
学
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
敦
厚
堂
」「
鄭
于
英
」　
の
墨
書
や
「
敦
厚
堂
」
の
印
記
が
あ
り
［
宮

良
一
九
八
一
、一
四
三
～
一
四
四
頁
］　
、『
歴
代
宝
案
』
写
本
と
同
じ
く
鄭
崇
基
・
良
弼
の
一
族
で
あ
る
久
米
村
の
鄭
姓
真ま

栄え

里ざ
と

家
の
旧
蔵

書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
も
同
じ
く
一
九
三
八
年
に
購
入
さ
れ
た
『
琉
球
勅
使
御
迎
大
夫
日
記　

真
栄
里

親
方
（
鄭
秉
衡
）』
が
あ
り
［
豊
見
山
一
九
九
三
］、
こ
の
頃
、
真
栄
里
家
の
複
数
の
蔵
書
が
古
典
籍
市
場
に
同
時
に
売
り
出
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る　
。

　
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）、
弘
文
荘
の
販
売
目
録
（『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第
一
四
号
）
に
「
琉
球
古
写
本
」
な
る
『
広
応
官
話
総
録
』　
・

『
官
話
問
答
便
語
』・『
琉
球
官
話
集
』
が
掲
載
さ
れ
た
。
三
点
目
の
『
琉
球
官
話
集
』
は
目
録
一
一
号
の
官
話
集
と
同
名
だ
が
違
う
本
で
あ

る　
。
こ
の
三
冊
は
赤
木
文
庫
に
あ
る
『
廣
應
官
話
總
録
』（
横
山
９
）・『
官
話
問
答
便
語
』（
横
山
８
）・『
琉
球
二
字
官
話
集
』（
横
山
７
）　

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
横
山
が
弘
文
荘
か
ら
購
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
べ
て
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
に
沖
縄
を
訪
問
し
た
武
藤
長
平

（
鹿
児
島
の
旧
制
第
七
高
等
学
校
教
授
）
が
現
地
で
手
に
入
れ
た
写
本
の
一
部
で
あ
り
、「
武
藤
」
の
印
記
が
確
認
で
き
る　
。
武
藤
の
旧
蔵

本
は
、
一
九
三
八
年
一
二
月
刊
の
弘
文
荘
の
目
録
（『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第
一
二
号
）
に
も
三
点
（『
球
陽
』・『
琉
球
唐
大
和
取
合
記
』・

『
琉
球
服
忌
記
』）
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
頃
弘
文
荘
が
ま
と
め
て
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う　
。
な
お
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
）
頃
、
横
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山
は
自
ら
の
官
話
集
に
つ
い
て
、
外
間
守
善
に
「
こ
の
共ト

モ

本
の
「
琉
球
官
話
集
」（
い
本
［
異
本
］）
は
天
理
に
あ
り
ま
す
」
と
書
き
送
っ
て

お
り　
、
か
つ
て
買
い
逃
し
た
『
琉
球
官
話
集
』
を
ず
っ
と
意
識
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）、
横
山
は
慶
應
義
塾
大
学
を
退
職
し
て
校
訂
事
業
に
専
念
し
始
め
る
。
そ
の
翌
年
、
植
物
学
者
伊
藤
圭
介

（
一
八
〇
三
～
一
九
四
一
年
）
の
旧
蔵
本
で
、
そ
の
息
子
の
篤
太
郎
の
蔵
書
が
売
り
に
出
さ
れ
た
。
横
山
は
そ
こ
か
ら
『
中
山
詩
文
集
』（
横

山
３
）・『
琉
球
詩
錄
』『
琉
球
詩
課
』（
横
山
４
）
を
入
手
し
て
い
る
。
前
者
は
表
紙
に
「
金き
ん

則そ
く

儀ぎ

」「
多た

嘉か

良ら

里サ
ト

之ヌ

子シ

親ペ
ー
チ
ン

雲
上
」
な
ど
の
墨

書
が
あ
り
、
久
米
村
金
姓
多
嘉
良
家
一
七
世
則
儀
（
一
八
三
二
～
？
）
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る　
。
な
お
両
書
に
付
さ
れ
た
横
山

に
よ
る
メ
モ
に
、
こ
の
う
ち
の
『
琉
球
詩
課
』
を
台
北
帝
国
大
学
へ
売
却
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
が
、
現
在
、
両
書
と
も
赤
木
文
庫
に
あ
り
、

そ
の
経
緯
は
判
然
と
し
な
い
。

　

赤
木
文
庫
唯
一
の
絵
巻
『
中
山
花
木
圖
』
模
本
（
横
山
69
）
と
旧
内
務
省
記
録
の
写
本
で
あ
る
『
琉
球
藩
處
分
方
法
』（
横
山
101
）
に
つ

い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
入
手
に
関
わ
る
手
が
か
り
を
見
出
せ
て
い
な
い　
。

（
五
）
書
写
・
収
集
を
担
っ
た
人
び
と

　

赤
木
文
庫
本
の
八
割
弱
は
原
稿
用
紙
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、「
長
井
」
を
最
多
と
し
て
、「
渡
辺
」・「
高
橋
」・「
原
」・「
林
」・「
立
木
」・「
日

比
野
」・「
戸
田
」
な
ど
、
書
写
・
校
合
を
担
当
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
姓
が
確
認
で
き
る
。
横
山
は
「
昭
和
八
年
〔
一
九
三
三
〕
に
私
は
今
の
仕

事
を
は
じ
め
た
。
ま
ず
人
を
多
く
集
め
た
の
で
、や
が
て
手
当
の
費
用
に
窮
し
て
き
た
」
と
記
し
て
お
り
［
横
山
一
九
七
九
、四
九
〇
頁
］、『
琉

球
神
道
記
』
に
取
り
組
ん
だ
頃
か
ら
複
数
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
横
山
が

「
高
橋
老
人
」
と
呼
ぶ
年
長
者
も
含
ま
れ
て
い
た
［
横
山
一
九
七
八
、一
六
九
頁
］　
。
横
山
は
彼
ら
を
「
協
力
者
」・「
友
人
」
な
ど
と
呼
ん

で
お
り
、長
時
間
を
共
に
過
ご
し
な
が
ら
、協
力
し
て
校
訂
事
業
に
当
た
っ
て
い
た
。
ま
た
そ
の
夫
人
も
「
実
質
的
に
仕
事
の
半
分
は
手
伝
っ

て
く
れ
た
」
と
い
う
［
原
一
九
九
四
、六
六
頁
］。

　

ス
タ
ッ
フ
の
う
ち
琉
球
関
係
史
料
の
校
訂
作
業
を
中
心
的
に
担
っ
て
い
た
の
は
「
長
井
」
こ
と
長
井
光
美
で
あ
る
。
横
山
に
よ
れ
ば
、
長

井
は
慶
應
義
塾
普
通
部
（
旧
制
中
学
）
を
出
た
後
、一
九
三
三
年
な
い
し
は
三
四
年
に
横
山
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
た　
。「
琉
球
史
料
を
や
り
、

室
町
物
語
を
や
り
、
古
浄
瑠
璃
を
や
っ
た
。
私
が
今
ま
で
見
た
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
人
は
い
な
い
。〔『
琉
球
神
道
記
』

33
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に
出
て
く
る
〕
梵
字
も
自
ら
学
ん
だ
し
、
琉
球
の
古
語
も
で
き
た
。
記
憶
の
い
い
こ
と
は
抜
群
で
あ
っ
た
」
と
い
う
［
横
山

一
九
七
八
、二
六
七
頁
］。
し
か
し
一
九
三
七
年
に
発
病
し
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
た
あ
げ
く
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
二
月
に
は
東
大

病
院
に
入
院
し
て
し
ま
う
。
横
山
は
「
長
井
光
美
君
は
、
本
年
二
十
七
歳
、
慶
応
普
通
部
の
出
し
た
、
異
常
な
学
者
だ
。
も
し
彼
が
、

三
十
五
歳
ま
で
生
き
た
ら
、
ど
こ
ま
で
行
く
か
。
願
わ
く
ば
、
生
き
よ
、
生
き
よ
」［
同
前
、
二
六
八
頁
］
と
念
じ
た
が
、
そ
の
願
い
も
む

な
し
く
、
同
年
一
二
月
二
〇
日
、
長
井
は
永
い
眠
り
に
つ
い
た
。
横
山
は
「
絶
え
ず
、
琉
球
史
料
叢
書
の
本
に
な
る
日
を
待
ち
な
が
ら
、
そ

れ
が
本
に
な
る
日
を
待
た
ず
に
、
つ
い
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
」［
同
前
、
三
三
〇
頁
］
と
嘆
じ
て
い
る
。『
琉
球
史
料
叢
書
』
第
一
・
二
冊
は

同
年
一
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
が
、少
な
く
と
も
長
井
の
臨
終
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
第
一
・
二
冊
の
例
言
に
は
「
…
…

活
字
校
正
は
、
主
と
し
て
、
長
井
光
美
君
が
当
つ
た
」
と
あ
る
が
、
一
九
四
一
～
四
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
第
三
～
五
冊
の
例
言
に
は
「
…
…

活
字
校
正
は
、
主
と
し
て
、
故0

長
井
光
美
君
が
当
つ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

三　

沖
文
研
へ
の
琉
球
関
係
史
料
の
寄
贈

　

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）、
東
京
大
空
襲
で
住
ま
い
を
焼
か
れ
た
横
山
は
郷
里
（
長
野
県
片
丘
村
）
へ
と
引
き
揚
げ
、
一
九
六
〇
年
（
昭

和
三
五
）
に
は
さ
ら
に
愛
知
県
犬
山
市
へ
と
転
居
し
た
。
や
が
て
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
）、
和
洋
女
子
大
学
教
授
で
あ
っ
た
外
間
守
善

の
も
と
に
、
横
山
か
ら
琉
球
関
係
史
料
の
入
っ
た
大
き
な
箱
が
三
つ
送
ら
れ
て
き
た
［
外
間
二
〇
〇
二
、一
六
四
～
一
六
五
頁
］。
外
間
は
そ

の
少
し
前
に
、
角
川
書
店
社
長
の
角
川
源げ
ん

義よ
し

―
―
横
山
と
も
外
間
と
も
親
交
が
深
か
っ
た
―
―
の
紹
介
で
横
山
と
知
り
合
っ
て
い
た
が
、
ま

だ
一
度
会
っ
た
程
度
だ
っ
た
と
い
う
。

　

驚
い
た
外
間
が
横
山
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、「
琉
球
の
研
究
を
広
め
て
も
ら
い
た
い
の
で
貴
殿
に
押
し
貸
し
を
す
る
。
気
に
入
っ
た
ら
返

さ
な
く
て
も
よ
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
横
山
の
史
料
を
見
た
外
間
は
「
の
ど
か
ら
手
の
出
る
く
ら
い
欲
し
い
逸
品
ぞ
ろ
い
」
と
感
じ
た

が
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
な
ど
の
研
究
に
忙
殺
さ
れ
て
他
の
文
献
を
見
る
余
裕
は
な
い
と
考
え
、
犬
山
へ
出
向
い
て
横
山
に
直
接
史
料
を
返

却
し
た
。
外
間
に
よ
れ
ば
、
横
山
は
「
欲
の
な
い
人
だ
な
あ
」
と
笑
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
外
間
と
横
山
は
親
し
さ
を

増
し
た
よ
う
で
あ
る
。
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さ
っ
そ
く
翌
六
八
年
五
月
、
横
山
は
外
間
の
依
頼
に
応
じ
て
沖
縄
の
球
陽
研
究
会
へ
『
球
陽
』
の
原
稿
を
送
付
し
、
ま
も
な
く
横
山
の
史

料
も
同
研
究
会
が
譲
り
受
け
た　
。
し
か
し
分
量
が
多
か
っ
た
た
め
保
管
場
所
の
問
題
が
生
じ
た
と
い
う
。
一
方
、
東
京
で
は
六
八
年
四
月

に
法
政
大
学
文
学
部
に
異
動
し
た
外
間
が
、
東
京
に
沖
縄
研
究
の
拠
点
を
作
り
た
い
と
い
う
構
想
を
温
め
て
い
た
。
や
や
あ
っ
て
こ
の
構
想

は
具
体
化
し　
、一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）
七
月
に
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
（
沖
文
研
）
が
創
設
さ
れ
、外
間
は
そ
の
副
所
長
と
な
っ

た
（
所
長
に
は
総
長
の
中
村
哲
が
就
い
た
）。
沖
文
研
と
い
う
「
場
」
を
確
保
し
た
外
間
は
、
球
陽
研
究
会
に
横
山
史
料
の
受
け
入
れ
を
打

診
す
る
。
研
究
会
は
保
管
の
問
題
や
研
究
利
用
の
利
便
性
な
ど
を
鑑
み
て
打
診
を
受
け
入
れ
、
史
料
原
本
は
沖
文
研
が
所
蔵
し
、
球
陽
研
究

会
へ
は
沖
文
研
か
ら
複
製
本
（
コ
ピ
ー
本
）
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た　
。
こ
う
し
て
一
九
七
三
年
か
ら
数
年
か
け
て
、
横
山
重
関
係

史
料
は
沖
文
研
に
収
蔵
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
「
私
が
得
た
本
な
ど
を
ち
ょ
っ
と
申
し
上
げ
る
と
、
伊
波
先
生
は
、
私
を
本
集
め
の
天
才
だ
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
ま
し
た
」
―
―

一
九
七
二
年
、
外
間
と
の
対
談
で
横
山
は
そ
う
語
っ
て
い
る
［
横
山
一
九
七
二
ｂ
、
一
五
六
頁
］。
一
九
三
三
～
三
五
年
を
中
心
と
し
て
驚

異
的
な
琉
球
関
係
史
料
の
収
集
を
行
っ
た
横
山
の
事
蹟
を
振
り
返
る
と
、
伊
波
の
言
葉
は
核
心
の
た
だ
な
か
を
突
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
横
山
の
情
熱
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
こ
の
貴
重
な
史
料
を
、
沖
文
研
は
一
般
へ
の
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
一
部
は
『
沖
縄
研
究
資
料
』

と
し
て
復
刻
し
て
き
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
史
料
目
録
は
作
成
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
た
め
史
料
の
全
容
や
個
々
の
史
料
の
性
質
や
ル
ー
ツ

な
ど
は
把
握
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
っ
た　
。
本
目
録
の
刊
行
に
よ
り
、
こ
う
し
た
状
況
は
大
い
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
横
山
の
史
料

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
用
さ
れ
、「
琉
球
の
研
究
を
広
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
横
山
の
想
い
の
通
り
、
よ
り
豊
か
な
研
究
の
進
展
に
結

び
付
い
て
い
く
こ
と
を
念
じ
て
や
ま
な
い
。

安
里
延
『
日
本
南
方
発
展
史　

沖
縄
海
洋
発
展
史
』
三
省
堂
、
一
九
四
一
年

池
谷
望
子
・
内
田
晶
子
「『
鄭
良
弼
本　

歴
代
宝
案
』
再
考
」『
沖
縄
文
化
研
究
』
三
九
、二
〇
一
三
年

38

38

40

41
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大�

里
知
子
「
沖
縄
資
料
セ
ン
タ
ー
か
ら
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
へ
―
中
野
好
夫
・
新
崎
盛
暉
の
格
闘
と
そ
の
継
承
―
」『
沖
縄
文
化
研
究
』

四
七
、二
〇
二
〇
年

川�
島
淳
「
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
歴
代
宝
案
」
に
関
す
る
史
料
学
的
考
察
―
生
成
・
来
歴
・
目
録
記
述
に
焦
点
を
あ
て
て
―
」『
那
覇
市
立
壺
屋
焼
物

博
物
館
紀
要
』
一
三
、二
〇
一
二
年

木
津
祐
子
編
『
京
都
大
学
文
学
研
究
科
蔵　

琉
球
写
本
『
人
中
畫
』
四
巻
付
『
白
姓
』』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
三
年

木�

津
祐
子
「『
廣
應
官
話
』
と
乾
隆
年
間
の
琉
球
通
事
」
太
田
齋
・
古
屋
昭
弘
両
教
授
還
暦
記
念
中
国
語
学
論
集
刊
行
会
『
太
田
齋
・
古
屋
昭
弘
両
教
授
還

暦
記
念
中
国
語
学
論
集
』
好
文
出
版
、
二
〇
一
三
年

球
陽
研
究
会
編
『
球
陽
』
原
文
編
、
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年

近�

藤
壮
「
程
順
則
着
賛
本
「
中
山
花
木
図
」
に
関
す
る
一
考
察
―
（
財
）
海
洋
博
覧
会
記
念
公
園
管
理
財
団
所
蔵
本
を
中
心
に
―
」『
沖
縄
文
化
研
究
』

三
二
、二
〇
〇
六
年

島
村
幸
一
「
赤
木
文
庫
」『
文
学
』
九
―
三
、一
九
九
八
年

城
間
朝
教
「
沖
縄
図
書
館
の
最
後
と
復
興
」『
琉
球
』
七
・
八
号
、
一
九
五
八
年

反
町
茂
雄
『
一
古
書
肆
の
思
い
出
』
二
（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、
平
凡
社
、
一
九
九
八
年

平
和
彦
「
近
世
琉
球
の
官
話
」『
宮
良
當
壯
全
集
月
報
』
七
『
宮
良
當
壯
全
集
』
一
〇
所
収
、
第
一
書
房
、
一
九
八
一
年

高
津
孝
・
榮
野
川
敦
編
『
増
補
琉
球
関
係
漢
籍
目
録
』（
研
究
成
果
報
告
書
別
冊
）
二
〇
〇
五
年

田
名
真
之
「
琉
球
王
国
と
尚
家
」
那
覇
市
歴
史
博
物
館
編
『
国
宝
「
琉
球
国
王
尚
家
関
係
資
料
」
の
す
べ
て
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
二
〇
〇
六
年

豊
見
山
和
行
「
勅
使
御
迎
大
夫
真
栄
里
親
方
日
記
に
つ
い
て
」『
歴
代
宝
案
研
究
』
三
・
四
合
併
号
、
一
九
九
三
年

原
秋
津
編
『
横
山
重
自
伝
（
集
録
）』
岩
波
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
四
年

東
恩
納
寛
惇
「
日
記
抄
」『
東
恩
納
寛
惇
全
集
』
一
〇
、一
九
八
二
年
、
第
一
書
房

外
間
守
善
『
混
効
験
集　

校
本
と
研
究
』
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年

外
間
守
善
「
ま
え
が
き
―
尚
侯
爵
家
『
御
蔵
本
目
録
』
に
つ
い
て
―
」『
御
蔵
本
目
録
（
尚
侯
爵
家
）』
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
一
九
八
三
年

外
間
守
善
「
沖
縄
研
究
の
証
言
」『
沖
縄
学
へ
の
道
』（
岩
波
現
代
文
庫
）、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年

堀
口
修
「
尚
侯
爵
家
東
京
邸
所
蔵
史
（
資
）
料
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
―
諸
所
蔵
目
録
の
比
較
検
討
を
通
し
て
―
」『
古
文
書
研
究
』
五
六
、二
〇
〇
二
年

宮
良
當
壯
『
宮
良
當
壯
全
集
』
一
〇
、一
九
八
一
年

横
山
重
「
後
記
」
横
山
重
編
『
琉
球
史
料
叢
書
』
五
、
東
京
美
術
、
一
九
七
二
年
ａ



― 19 ―

横
山
重
「
琉
球
史
料
を
め
ぐ
っ
て
」『
文
学
』
四
〇
、一
九
七
二
年
ｂ

横
山
重
『
書
物
捜
索
』
上
、
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年

横
山
重
『
書
物
捜
索
』
下
、
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年

和
田
久
徳
「『
歴
代
宝
案
』
第
一
集
解
説
」
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
編
『
歴
代
宝
案
校
訂
本
』
二
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年

１　

�

塩
尻
市
片
丘
の
北
に
あ
る
赤あ

か

木ぎ

山や
ま

か
。
た
だ
し
横
山
の
印
に
「
ア
カ
キ
」
と
い
う
印
が
あ
り
、
横
山
は
「
あ
か
き
」
と
呼
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

２　

�

稀
覯
本
・
善
本
が
多
い
こ
と
で
名
高
い
。
現
在
は
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
・
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
関
西
大
学
図
書
館
・
大

阪
青
山
大
学
な
ど
に
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

３　

�

沖
文
研
に
保
管
さ
れ
て
い
る
過
去
の
事
務
文
書
に
は
「
琉
球
古
文
書
」
の
所
蔵
に
関
わ
る
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
。

４　

�

一
八
八
六
～
一
九
四
九
年
。
神
道
学
者
。
当
時
は
内
務
省
神
社
局
考
証
課
長
で
あ
っ
た
。

５　

�

別
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
で
あ
る
［
横
山
一
九
七
八
、五
四
頁
］。

６　

�

例
え
ば
「
沖
縄
図
書
館
に
「
琉
球
往
来
」
が
あ
る
け
れ
ど
も
、そ
れ
は
袋
中
の
も
の
で
な
い
と
、前
館
長
の
伊
波
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
」
と
い
う
［
横

山
一
九
七
八
、七
八
頁
］。

７　

�

例
え
ば
『
宮
古
島
旧
記
』
に
関
し
て
、「
こ
の
本
を
私
は
二
本
得
た
。
一
つ
は
伊
波
先
生
の
本
、
一
つ
は
沖
縄
図
書
館
の
本
」
と
記
し
て
い
る
［
横
山

一
九
七
八
、九
三
～
九
四
頁
］。
た
だ
し
こ
の
写
本
は
横
山
重
関
係
史
料
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

８　

�

あ
る
い
は
郵
送
で
は
な
く
直
接
届
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
の
横
山
の
エ
ッ
セ
イ
に
「
三
、四
年
前
に
、
沖
縄
図
書

館
の
方
が
見
え
た
の
で
、
私
は
い
っ
し
ょ
に
銀
座
の
カ
フ
ェ
ー
へ
行
っ
た
」
と
あ
る
［
横
山
一
九
七
八
、二
一
一
頁
］。

９　

�『
使
琉
球
錄
』（
横
山
10
）・『
通
航
一
覧
續
編　

琉
球
國
之
部
』（
横
山
11
）・『
王
代
記
』（
横
山
12
）・『
南
聘
紀
考
』（
横
山
13
）・『
續
琉
球
國
志
略
』（
横

山
14
）・『
喜
安
日
記
』（
横
山
15
）・『
中
山
國
并
大
嶋
徳
之
嶋
・
永
良
部
島
・
喜
界
嶋
責
取
日
記
』（
横
山
16
）・『
南
嶌
志
』（
横
山
17
）・『
南
島
紀
事
』（
横

山
18
）
で
あ
る
。

10　

�

前
註
の
九
点
の
内
、『
南
聘
紀
考
』（
横
山
13
）
以
外
は
用
紙
の
法
量
も
琉
球
古
文
書
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

11　

�

こ
の
他
に
『
職
制
秘
覧
』（
横
山
48
・
同
76
）
も
孤
本
に
近
い
存
在
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
史
料
は
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
図
書
・
芸
術

資
料
館
蔵
「
鎌
倉
芳
太
郎
資
料
」（
ノ
ー
ト
五
〇
）
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
分
量
は
横
山
資
料
の
一
割
弱
で
あ
る
。

12　

�

不
詳
。
琉
歌
・
芸
能
研
究
者
の
島
袋
盛せ

い

敏び
ん

と
と
も
に
『
琉
歌
全
集
』（
一
九
六
八
年
）
な
ど
を
著
し
た
翁
長
俊
郎
の
こ
と
か
。
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13　

�

エ
ッ
セ
イ
で
は
「
一
年
半
を
要
し
て
、
古
い
と
こ
ろ
を
四
十
何
冊
か
、
影
写
し
て
も
ら
っ
た
」
と
あ
る
［
一
九
七
八
、一
九
五
頁
］。

14　

�

東
恩
納
は
日
記
に
、「
二
月
廿
七
日　

夜
、
大
岡
山
書
房
の
横
山
氏
、
伊
波
君
の
紹
介
に
て
来
る
。
琉
球
史
料
刊
行
に
つ
き
て
の
相
談
な
り
、
神
道
記

一
部
送
ら
る
。
曩さ

き

に
巌
松
堂
に
て
十
円
で
取
り
し
も
の
な
り
」［
東
恩
納
一
九
八
二
、四
六
頁
］
と
記
し
て
い
る
。

15　
�

横
山
は
「
東
恩
納
さ
ん
も
（
校
訂
が
）
な
か
な
か
進
行
し
な
い
で
、
そ
の
な
か
の
十
二
冊
（
※
実
際
に
は
一
三
冊
）
だ
け
私
の
ほ
う
へ
戻
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
が
こ
こ
に
あ
る
ん
で
す
」「
そ
れ
は
東
恩
納
さ
ん
が
朱
で
も
っ
て
、「
日
」
の
字
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
い
わ
く
」
と
い
う
字
だ
と
か
い
う

ふ
う
に
、
み
ん
な
校
訂
さ
れ
た
ん
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
［
横
山
一
九
七
二
ｂ
、
一
五
九
頁
］。

16　

�

自
宅
・
文
庫
・
倉
庫
・
書
籍
の
修
理
屋
が
被
災
し
た
と
い
う
。
横
山
は
「〔
一
九
四
五
年
〕
五
月
二
十
六
日
の
暁
方
、
私
に
縁
の
あ
る
所
は
、
み
な
焼

け
た
。
…
…
す
べ
て
が
亡
び
去
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
［
横
山
一
九
七
九
年
、
一
〇
頁
］。

17　

�「
当
時
史
料
編
纂
所
に
勤
め
て
い
る
方
々
を
四
、五
人
知
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
に
、
失
礼
だ
け
ど
み
ん
な
わ
た
し
て
、
写
せ
、
写
せ
と

写
さ
せ
た
ん
で
す
」［
横
山
一
九
七
二
ｂ
、
一
五
六
頁
］
と
い
う
。

18　

�

内
務
省
旧
蔵
の
写
本
で
あ
る
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
、
請
求
番
号
一
七
八
―
〇
三
七
八
）。

19　

�

横
山
の
パ
ト
ロ
ン
の
一
人
で
あ
る
名
取
和
作
の
息
子
洋
之
助
が
刊
行
を
担
っ
た
と
い
う
。
な
お
名
取
書
店
は
後
に
岩
波
書
店
に
吸
収
さ
れ
た
。

20　

�

鎌
倉
芳
太
郎
「
ノ
ー
ト
二
九　

書
籍
目
録
」
所
収
「
大
正
九
年
九
月
改
正　

書
籍
目
録
」（『
鎌
倉
芳
太
郎
資
料
集
（
ノ
ー
ト
篇
）
三
』
沖
縄
県
立
芸
術

大
学
附
属
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
）。

21　

�

沖
縄
戦
で
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
沖
縄
の
尚
家
邸
の
蔵
書
（
中
城
御
殿
本
）
の
う
ち
、正
本
と
み
ら
れ
る
『
中
山
世
譜
』・『
中
山
世
鑑
』（
蔡
鐸
本
・

蔡
温
本
）
が
一
九
五
三
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
返
還
さ
れ
て
い
る
（
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
蔵
）［
田
名
二
〇
〇
六
、二
三
六
頁
］。

22　

�

そ
の
ほ
か
『
虬
陽
雜
錄
』（
横
山
38
）
と
『
中
山
物
産
品
目
』（
横
山
52
）
も
岩
瀬
文
庫
か
ら
書
写
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
（
目
録
本
文
を
参
照
の

こ
と
）。

23　

�

外
間
守
善
は
「
横
山
氏
が
右
の
書
を
三
百
円
で
入
手
し
た
の
は
昭
和
十
六
年
〔
一
九
四
一
〕
春
と
の
こ
と
」
と
記
し
て
い
る
［
外
間
一
九
九
〇
、一
三
頁
］。

24　

�

沖
文
研
の
外
間
守
善
資
料
の
な
か
に
残
る
横
山
か
ら
外
間
宛
の
書
簡
（
一
九
六
九
年
か
）
に
「
戦
後
（〔
昭
和
〕
二
十
一
年
）、
上
野
図
書
館
へ
ゆ
づ
り

ま
し
た
」
と
あ
る
。

25　

�

鄭
姓
真
栄
里
家
一
二
世
鄭
文
華
と
み
ら
れ
る
。『
鄭
姓
家
譜
』（
真
栄
里
家
）
に
よ
れ
ば
、
文
華
は
一
八
五
九
年
生
ま
れ
で
、
字
は
「
于
英
」
で
あ
る
。

26　

�

こ
の
官
話
集
を
復
刻
し
た
宮
良
當
壯
は
、「『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第
一
四
号
に
稀
覯
古
写
本
『
琉
球
官
話
集
』
一
冊
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
。

私
は
本
書
を
一
度
見
た
い
も
の
だ
と
希
望
し
て
ゐ
た
。
そ
の
後
、
本
書
は
天
理
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
、
門
外
不
出
の
貴
重
図
書
と
し
て
取
扱
は
れ
る
や

う
に
な
つ
た
こ
と
が
わ
か
つ
た
」
と
記
し
て
い
る
が
［
宮
良
一
九
八
一
、一
四
三
頁
］、
後
述
す
る
よ
う
に
目
録
一
四
号
の
『
琉
球
官
話
集
』
は
同
名
の
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別
の
本
で
あ
り
、
名
前
か
ら
思
い
違
い
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

27　

�

他
に
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
に
も
「
敦
厚
堂
」
の
印
記
を
持
つ
官
話
集
（『
人
中
畫
』
四
冊
・『
白
姓
』
一
冊
の
合
冊
本
）
が
あ
り
、
一
九
四
八

年
に
受
け
入
れ
た
も
の
と
い
う
［
木
津
二
〇
一
三
、七
八
八
～
七
九
〇
頁
］。

28　
�『

広
応
官
話
』
の
現
存
は
二
例
し
か
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、も
う
一
方
の
写
本
（
天
理
大
学
天
理
図
書
館
蔵
）
に
は
題
名
に
「
総
録
」
の
文
字
が
な
い
［
木

津
二
〇
一
三
、一
七
九
頁
］。
な
お
天
理
大
学
の
『
広
応
官
話
』
に
は
沖
縄
県
巡
査
の
経
歴
を
持
つ
西
田
鉄
（
一
八
五
九
～
一
九
二
一
年
）
の
蔵
書
印
「
西

田
／
鉄
印
」
が
あ
り
、同
じ
印
を
持
つ
官
話
写
本
が
他
に
五
種
（『
人
中
畫
』
二
種
・『
白
姓
』・『
学
官
話
』・『
官
話
問
答
便
語
』）
所
蔵
さ
れ
て
い
る
［
高

津
・
榮
野
川
二
〇
〇
五
、五
四
～
五
五
頁
］。

29　

�

目
録
一
一
号
の
『
琉
球
官
話
集
』
は
「
紙
数
約
八
十
葉
」「
保
存
大
体
良
」
で
あ
り
、
目
録
一
四
号
の
方
に
は
「
紙
数
百
十
数
葉
。
虫
損
や
ゝ
多
し
」

と
あ
る
。

30　

�

書
背
に
「
立た

て

津つ

仁に

屋や

記
」
の
墨
書
が
あ
る
が
、
人
物
は
特
定
で
き
な
い
。

31　

�

東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
も
武
藤
旧
蔵
の
別
の
官
話
写
本
『
新
刻
人
中
畫
』
が
あ
り
、
目
録
カ
ー
ド
の
裏
面
に
「
故
武
藤
長
平
氏
在
琉
球
蒐
集
圖
書
之

一
也
」
と
あ
る
［
木
津
二
〇
一
三
、七
八
一
頁
］。
受
入
印
な
ど
が
な
く
、
受
入
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

32　

�

同
目
録
に
は
他
に
琉
球
関
係
史
料
と
し
て
、『
中
山
伝
信
録
』（
明
和
三
年
刊
、和
刻
本
）・『
薩
琉
往
復
文
書
集
』（
古
写
本
）・
程
順
則
撰
『
雪
堂
遊マ

マ燕
草
』

（
正
徳
四
年
、
和
刻
本
）・
鄭
元
偉
撰
『
東
遊
草
』（
天
保
一
四
年
刊
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

33　

�

沖
文
研
の
外
間
守
善
資
料
の
な
か
に
残
る
横
山
か
ら
外
間
宛
の
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
。

34　

�

天
理
大
学
図
書
館
に
は
「
金
光
華
」「
三
男
多
嘉
良
松
金
」
と
い
う
墨
書
が
あ
る
写
本
『
官
話
』
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
金
光
華
は
金
姓
多
嘉
良
家

一
八
世
（
一
八
六
五
年
生
）
で
あ
る
［
平
一
九
八
一
、三
～
四
頁
］。

35　

�

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
伊
藤
篤
太
郎
も
『
中
山
花
木
図
』
一
巻
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
こ
れ
が
複
数
あ
る
現
存
作
品
中
に
存
在

す
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
［
近
藤
二
〇
〇
六
、一
九
七
～
一
九
八
頁
］。

36　

�

そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
の
う
ち
、「
原
」
は
原
秋
津
、「
立
木
」
は
立
木
朋
吉
（
大
岡
山
書
店
主
）
で
あ
ろ
う
。

37　

�

横
山
は
「
彼
は
昭
和
八
年
に
私
宅
へ
来
て
」［
横
山
一
九
七
八
、二
六
七
頁
］、「
彼
は
、
昭
和
九
年
に
、
私
宅
に
来
た
」［
同
前
、
三
三
〇
頁
］
と
記
し

て
お
り
、
い
ず
れ
の
年
か
特
定
で
き
な
い
。

38　

�

球
陽
研
究
会
メ
ン
バ
ー
糸
数
兼
治
氏
・
富
島
壯
英
氏
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。
聞
き
取
り
は
二
〇
二
二
年
一
〇
月
に
野
村
直
美
氏
・
外
間
み
ど
り
氏
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
以
後
、
球
陽
研
究
会
に
関
す
る
記
述
は
全
て
こ
の
聞
き
取
り
に
基
づ
い
て
い
る
。

39　

�

直
接
の
契
機
は
、
一
九
七
二
年
四
月
に
英
文
学
者
・
評
論
家
の
中
野
好
夫
が
主
宰
し
て
い
た
「
沖
縄
資
料
セ
ン
タ
ー
」（
一
九
六
〇
～
七
二
年
）
か
ら
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資
料
寄
贈
を
打
診
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
［
大
里
二
〇
二
〇
］。

40　

�

球
陽
研
究
会
に
寄
贈
さ
れ
た
複
製
本
に
つ
い
て
は
「
赤
木
文
庫
目
録
（
全
八
十
冊
）」（『
球
陽
研
究
』
一
、一
九
七
七
年
）
が
あ
る
。
現
在
、
そ
の
一
部

が
南
城
市
教
育
委
員
会
文
化
課
お
よ
び
沖
縄
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
沖
縄
県
立
図
書
館
に
は
、
複
製
本
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
と
み
ら
れ

る
史
料
も
数
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

41　

�
横
山
史
料
の
う
ち
、赤
木
文
庫
本
に
つ
い
て
は
琉
球
文
学
者
の
島
村
幸
一
に
よ
る
概
要
紹
介
［
島
村
一
九
九
八
］
が
あ
り
、史
料
一
覧
も
含
ま
れ
て
い
る
。

本
稿
で
も
こ
れ
を
大
い
に
参
照
し
て
い
る
。

　
〔
付
記
〕
横
山
重
関
係
史
料
の
内
、『
琉
球
史
料
總
目
録
』（
横
山
100
）
の
解
説
は
、
ご
専
門
の
立
場
か
ら
輝
広
志
氏
（
一
般
財
団
法
人
沖

縄
美
ら
島
財
団
事
業
部
首
里
城
事
業
課
）
に
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
。
ま
た
二
〇
二
二
年
一
二
月
、
本
目
録
作
成
の
最
終
段
階
に
お
い
て
、
横

山
學
氏
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
よ
り
横
山
重
旧
蔵
『
中
山
世
譜
』『
中
山
世
譜
附
巻
』（
横
山
103
）
を
法
政
大
学
沖
縄

文
化
研
究
所
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ
わ
せ
て
本
史
料
に
関
わ
る
特
別
寄
稿
も
た
ま
わ
っ
た
。
お
二
人
の
協
力
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ

る
。


